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材の仝断面を粉砕し, 60meshの木粉 として常法により分析した｡ なお a-セルロ-スほ








ペ ン trザ ン
a- セル ロ-ス
以前 に北海道 及 び本 州の広葉樹 2'(パルプ原木 として考慮されるもの)18種を同じ方法で分
析した結果 の平均が アルペ ン抽 出物3.0%, 1)ダニン20.8%,ベントザン22.2.%,a-セルロ-
云43.5%で あった ことと比較 す る と,本材はベン トザンが少くセルロ-スが多いと考えらる｡
なお前記 のア カシャモ リシマに報 告 されている結果とは∴本材のアルペン抽出物が精モリシマ
より多い他極 めて近 い値 を京 してい るのが注目される｡
2. クラフ ト法 蒸解 な らびに紙 力試験席果 ｡
生チップ (水分46%)1.4kg に対 し, 蒸 解 液 量 2300cc を加 え て,2hrs.で 1650まで上 昇
し,■1650に 1.5hrs.保 ち蒸解 を終 っ た .液 は 化学 用純 NaOH 及 び Na2S･9H20 で調 製 した/
新液 で,仝 Na20 絶 乾 材 に対 し 20% ,硫 化 率 25% で あっ た｡パ ル プ収 率 は2回の蒸 解 試 験 で
56.9%及 び55.6% で あっ たO蒸 解度 Roe価2.0, フ ラッ トス ク リ- ン不 通過分約 0.2g以 下 ｡
以前に九州屋 久島 産広葉樹20種 を同様 の方法 で蒸 解 した 時 のパ ル プ収 率 は平均51.5% で あっ た
から本材はパル プ収 率 に於 て比 較 的有利 と考 え る｡ 前 出 ア カ シアモ リシマの研究には 亜 硫 酸 法
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場 よりフサアカシアと同時に比較植栽中の アカシアモ リシマ4年生, 径 12cm を提供されて
いたので,これを同条件で蒸解 した場合のパルプ収率は54%であり,おそら(-両者の間に大差
はないと考えられる｡
針葉樹 との紙力の比較ならびに混合パルプの紙力を争沌 ため,15年生のクロマツ径 20cmの
生材 (水分43%)を前記 と同様に蒸解してJRoe-個3.0のパルプを調製 し,各パルプを実験用ビ
-ク-で,各回 350g,パルプ濃度3.5%でPP解 した｡ 同一条件における叩解の進行は次の通
りであった｡
叩 解 時 間 hrs
フサアカシア SR
















2種のパルプの各叩解度に おける紙力ならびに両者浪合パルプの 紙力は次表の如 くであっ










鉛筆で写して長さを測定 したが,今回は次の如 くに行った｡少量の糊剤 (たとえばポ リゲイ-
ルア,Jt/コール)を含む極めて稀薄なパルプ水より細目の金網の少片で繊維を抄き上げる｡ 次に
Na2S203で銀塩を除去して透明とした撮影用生フィルムの膜面を金網の上に押 しつけると繊
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いところの金断面の平均に相当する ものであ
る｡ フサアカシア木繊維の平均長さは0.75mm




































ドロ (0.71),ポプラ (0.66),カエデ (0.70),サクラ (0.72)等より長い｡ブナは現在の
代表的パルプ原木であるが,製紙用として必ずしも満足されていない様に見える｡その理由の
一つにブナ木繊維の細胞膜の厚いことを挙げ,針葉樹あるいはシラカバの如き比較的薄膜の織





































wassligIltly shorterthan thatofbeech (0.82mm). Meanwal-thicknesswas
2.7micron (though numberofmeasurementswasunsufBcient)whichwascon-
siderably than thatofbeech･ Thecontentofray-celsintheAcacia-pulpwas
･determinedbymeansofscreeningunderwaterandfoundtobell% whichwas
mu占hlessthanb?ech (18･3%)andmuchmorethanbirch (2･3%)･一AIc･-benz･
cxtractiveinthe､bleachedsulphiteAcacia-pulpcouldbereducedtoO･22%,avalue
s_atisfactoryforrayonpulp,whenthealkali-extraction-stagewascarriedoutwith
lo財NaOHand～at1300inthebleaching.
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